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1 . はじめに
平成14年度から全面実施された学習指導要領1) て は , 生 徒
に [生きる力] を育成する ことをねら い として , 各 学校が創
意 工夫を生 か した活動 を行 い , 自ら学び考える力 の育成 を図
ることが示され て い る｡ 技術 ･ 家庭科 の 目標にお い て は, ｢生
活に必要な基礎的な知識と技術 の 習得を通 して , 生 活 と技術
と の かかわりに つ い て 理解 を深 め, 進 んで 生活を 工夫 し創造
する能力と実践的な態度を育て る｡｣ 2) と表記され ており, 技
術科教育にお い ても今後さらに 『工夫 し創造する能力』 を育
成する ことが求められ て い る｡ ま た, 今回 の 学習指導要領 の
改訂 により, 技術 ･ 家庭科 (技術分野) は, ｢技術とも の づく
り｣ と ｢情報と コ ン ピ ュ ー タ｣ の 2つ の 学習内容に統合 ･ 再
編され , 時間数が削減され て い る｡ 中で も ｢技術とも のづく
り｣ における材料加 工 の 学習は, 以前に比 べ ると十分な学習
を行う ことが困難な状況 にある｡ よ っ て , 材 料加 工 の 学習 に
お い て 『工夫し創造する能力』 を育成 して い くためには, こ
の 能 力に関する学校現場の実態を検討する必要かある｡
本研究で は, 技術科教育におけるもの づくりに関する基礎
的研究として , ます中学校技術 ･ 家庭科 (技術分野) で の ｢技
術とものづくり｣ における材料加工 の 学習に関する実態を把
握するため に , 教 員及び生徒 - の ア ン ケ ー ト調 査を実施 し,
検討 した｡ 次 に, これ らの こ とから得られた知見を基 に し て,
材料加 工 の 学習 における 『工 夫 し創造する能力』 に つ い て 考
察を行 っ た｡
2. 研究方法
教員 - の ア ン ケ ー ト調 査は, 富山県内 の 国公立中学校 (86
校) にお い て , 技術 ･ 家庭科 (技術分野) を担当 して い る教
員を対象に, 年間指導計画 の作成が ほほ終了した平成1 4年6
月から の1ケ月間 に , 質問紙 (資料1) を郵送する方法 に よ っ
て実施 した｡ 調査内容は, ｢技術とも のづくり｣ における材料
加工 の学習 に関する 9項目とし, 8項 目は選択 で , 1項目は
自由記述 で回答を求めた｡ 質問紙の設問 1 - 4 では材料加工
の学習における実習教材に つ い て , 設 問 5 では実習教材の選
定に つ い て , 設問 6 ･ 7 では 学習状況に つ い て , 設 問 8 では
評価に つ い て , 設 問 9 では 『工夫 し創造する能力』 のとらえ
方に つ い て質問を行 っ た｡
生徒 - の ア ン ケ ー ト調査は, 教員 - の ア ン ケ ー ト調 査 の 結
果を基にして , 最も多く の中学校で実施され て い る材料加工
の学習を履修 した富山県内 の公立中学校第2学年の生徒6 6名
を対象にして , 平成14年1 0月中旬に, 質問紙 (資料2) によっ
て実施 した ｡ 調 査内容は ｢技術ともの づくり｣ における材料
加 工 の 学習に関する 6項 目とし, 回答を求めた｡ 質問紙 の設
問1 - 5で は材料加工 の学習における履修状況に つ い て , 設
問 6 では 『工夫 し創造する能力』 のとらえ方 に つ い て の 質 問
を行 っ た｡
3 . 研究結果と考察
3 1 教員に おけるア ンケ ー ト調査結果と考察
教員に行 っ たア ン ケ ー ト調査 て の 質 問紙の 回収は, 回収数
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47校, 回収率 550/'oて あ っ た｡ なお , こ こ て は全て の 回 答を
十j効阿芥とする ことか て きた｡
最初 に , ｢技術とも の つ くり｣ て の 朋 料加 工 の 学習 における
芙召教材 に つ い て検言｣ する｡ そ こ て ます, 材料加工 の 学習 に
お い て 用 い られ て い る実習教材を, 回 1 に示す ｡
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図1 材料加工 の 学習 における実習教材
胡料加l二の学召 て用 い られ て い る実習教朋は, ｢自由製作｣
か40校 (87% ), ｢小 物入れ｣ か 3校 (7% ), ｢本 立て ｣ 7うユ2
校 (4% ), ｢Cl)ラ ッ ク｣ が 1校 (2% )て あ っ た ｡ これ ら の
こ とか ら, ほ と ん と の 学校 ては実習教材を限定せすに , 生 徒
が仁i山 に製作品を適応 して い る こ とか分 か っ たo そ の 理 由と
して生徒が 主体的 に製作品を選定する ことて , 自 ら の 生店を
見直し, 生 癌 の 中て 必要たと感 じるもの を製作て き, 意欲 的
に取り組む ことかて きるためで あると思われる｡ なお, ｢自[h
製作｣ の 中に は, い く つ か の実もl教材 の 巾か ら生徒か選択 し
て い る学校も含まれる｡
次 に , 胡料加 1 の 学習に おける芙骨教材に使用され て い る
胡料を, 図2 に示す ｡
図 2 実習教材に 使用され て い る材料
実名一教 榔 こ使用されて い る材料は, ｢入朝｣ が47枚 (1 00%)
で , ｢ プラス チ ソ ク｣ か26校 (55% ), ｢金属｣ か1 7校 (36% )
で あ っ たo これ ら の 巾で 木M の みを使用 して い る学校が18枚
(3 8% )て , 他 の29校 (62% ) は何らか の 朋料と木材を併用
して い る こ とか 分 か っ た｡ これ ら の こ とか ら, 今回 の 学習指
導要領 て は従前 の ｢木材加~tー｣ 領 域や ｢金属加コ~二｣ 領域 の 学
習内容 か ｢技術とも の つ く り｣ に総合された こ とに より, 学
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校現場 では製作す る実習教材 に応 じ て , 材 料 を限定せすに多
様な材料を用 い て 崩料加 工 の 学習を実施して い る こ とが何え
る｡
こ れ ら の 朋料加 ｣ーの 学習 における実P=
-7教 朋の 入手先を, L:xj
3 に示す ｡
図3 実習教材 の 入手先
実召教材の入手先は, ｢教崩販売店 の み｣ て入手 して い る学
校か28校 (60校) て . ｢教材販売J,i. ･ DI Y仏 ･ ホ ー ム セ ン タ ー ｣
て入手 して い る学校か1群立(380,/.), ｢DIY店 ･ ホ ー ム セ ンタ ー ｣
て 入手して い る学扱か 1校 (2% )で あ っ た｡ こ れ ら の こ と
か ら, ほ とんと の 学校 て は実習教材を容易 に入手する ことか
て きる教材販売店から購入 し て い る こ とか分 か っ た｡ また,
学校現場て用 い られる材料加_l一 の 学名て の実習教材 の多くは,
教材関連会社て規格化されたも の て あると考えられるo
さ らに , 材料加 ユ▲ の 学習 に お ける実て冒教胡 の 形態を, 凶 4
に 示す ｡
図 4 実習教材 の形態
実習教材 の 形態は, ｢--枚 板｣ を使用 して い る学校 か36校
(7 7% ), ｢キ ッ ト｣ を使用 して い る学校 か11校 (2 3% )であ っ
た｡ な お, こ こて の キ ッ トとは, ｢あ る程度加工された部品や
説明書等 か セ ッ トて 準備されたも の ｡｣ とする｡ こ れら の こと
か ら, ほ とん どの 学校 て は 教材関連会射て 規格化された一一 枚
柘 を使川 し て , 自 由製作か 行われ て い ると考えられる｡
最 後 に , 教 員か 実習教材を選定する際 の 槻,r!j, (複数[i!l 答に
よる｡) を, 図 5 に示す｡
技術科教育に お けるもの づくり に関す る基礎的研究
図 5 実習教材を選定する視点
教員が実習教材を選定する視点として, ｢創意工夫｣ が33件,
｢興味 ･ 関 心｣ が22件, ｢加工 の 容易さ｣ が2 2件, ｢時間数｣
が21件, ｢価格｣ が20件, ｢道具の有無｣ が15件の順 で示され
た｡ これ らの こ とから, 実習教材を選定する際に教員が最 も
重視 して い る こ とは, 生徒の創意工夫が反映されるもの かど
うか で ある ことが分か っ た｡ ま た, 生徒の製作経験不足を補
うために, 加 工 しやす い教材で時間内に生徒全員が完成させ
る ことが できる実習教材を選定して い る傾向も伺える｡
次 に, ｢技術とものづくり｣ で の材料加 工 の 学習における学
習状況につ い て検討する｡ まず, 材料加 工 の 学習 における設
計の進め方 を, 図 6 に示す｡
図6 材料加 エ の 学習 に おける設計 の 進め方
材料加工の学習て の設計の進め方怯 ｢自由設計｣カi
1
25校(5 3% )
で, ｢市販教材 の設計図を 一 部変更｣ が1 2校 (26%), ｢そ の他｣
が1 0校 (2 1%)て あ っ た｡ 但 し, ｢そ の他｣ は, 個々 の 生徒の
実態に応 して設計の進め方を決定して い る学校である｡ これ
ら の こ とは, 先 に 示 し た材料加 工 の 学習 て の実習教材の検討
結果と関連 して , ほ とんど の学校で は, 生徒が自由に製作品
を選定 して , 主体的 に 設計を進めて い ると考えられる｡ また,
時 間数の削減にともな い , 見 本 となる設計図を基 に して , 生
徒各自が設計して い る学校もかなりある ことが分か っ た｡
次 に , 材料加 工 の 学習 にお い て 製作に要する時間を, 図 7
に示す｡
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図 7 材料加 エ の学習 に おける製作時間
材料加工 の学習で の製作 に要する時間は, ｢6 - 10時 間｣ か
4校 (9% )で, ｢11- 15時間｣ が2 3校 (51% ), ｢16時間以上｣
が18校 (4 0% )で あ っ た｡ これ らの こ とから, 学習指導要領
の改訂 にともな い教科 の時間数が削減され て い るが, 製 作に
は年間授業時数 (35時間) の約1/3 - 1/2 の時間が割かれ て い
る こ とが分か っ た｡ こ の こ とは, 技術 ･ 家庭科 (技術分野)
の 教科 の特性を示すとともに, 材料加 工 の 学習 における主な
学習活動は製作実習で ある ことを示 して い る｡
そ して , 材料 加 工 の学習における評価の視点 (4項目) に
つ い て 順位付けされ た結果 を, 1位 を 4点, 2 位を 3点, 3
位 を 2点, 4位 を 1点と して 計算したもの を, 図8 に示す｡
図 8 材料加 エ の 学習 に おける評価の視点
材料加工 の学習で の評価の視点として, ｢関心 ･ 意欲 ･ 態度｣
が最も多く153点, ｢技能｣ が1 16点, ｢創意工夫｣ か100点, ｢知
識 ･ 理解｣ が59点 の 順 て 示された ｡ こ れ ら の こ とか ら, 教員
は評価の視点として製作過程 で の 生徒の 関心 ･ 意欲 ･ 態 度 を
最 も重視 し て おり, 材料加 工 に 関する知識 ･ 理解 をあまり重
視 して い な い こ とが分か っ た｡ ま た, 教員が実習教材を選定
する際には最も重視 し て い た創意 工夫が, 評価 の 際 に はあま
り重視され て い な い こ とが示された｡ こ の 矛盾する結果は,
材料加 工 の 学習における 『工夫 し創造す る能力』 に対する教
員の とらえ方に起因すると考 えられる ことから, 慎重 に 検討
する必要がある｡
さ らに , 技術 ･ 家庭科 (技術分野) の材料加 工 の 学習にお
ける 『工夫 し創造する能力』 を, 教員がと の ようにとらえて
い るかを調 - るために, 自由記述 て 回答を求めた ｡ そ の 結 果
をK J 法て分析 した結束を, 表 1 に 示す｡
表 1 教員がとらえる材料加 工 の 学習で の 『工夫 し創造する
能力』
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教員がとらえる胡料加1 の学習て の 『工夫し創造する能力』
を分析した結米, (学習した ことを生活 の 中て生かす力), (製
作過程 て の 問題を解決 して い く 力), (オリジナル な製品を作
る力), (使 い やす い ように製品を設言十する力) の 4 つ の 項目
に分ける ことか て きた｡ それそれ の 能力に つ い て 検討すると,
(学習 した ことを生店 の 中て 生かす力) は, 材料加二Lの 学習
たけの 限定せす, _
'i-.徒 の 日常生活全般にお い て 発持される能
力とし て とらえており, そ の範晴は広く, 実際の胡料加 工 の
学 部 こお い て とらえるに は具体性 に 欠けて い る｡ (製作過程て
の 間勉を解決 して い く 力) と (使 い やす い ように製品を設訂
する力) は, 1A料加 工 の 学習にお い て 発挿される能力として
とらえて い るが , そ の 考え方は多様て , 統 一 した も の に な っ
て い な い ｡ (オ リジナル な製品を作る力) は, 製 作品 にお い て
独自性を表現する能力て , 技術的なもの以外 に ｢思 い｣ を表
現する美術的なものも含んて おり, 不 明瞭 て ある ｡
これ ら の ことか ら, 教員か とらえる 『工夫 し創造する能力』
は範暗か広 く, 多 様 て , 不明 瞭ある こと か分 か っ た｡ こ の こ
とは, 材料加 1 の 学習 における 『工 夫 し創造する能力』 の 評
価が, 学 校現場 では重視され て い な い - 囚 に な っ て い る の て
はな い か と考えられる｡
3 2 生徒に お ける ア ンケ ー ト調査結果と考察
生徒 - の ア ン ケ ー ト調 査は, 教員 - の ア ン ケ ー ト調査結果
か ら最も多くの 学校 て 行われ て い る材料加 工 の 学習を実施 し
て い る学校を選定 し, 行 っ た｡ 具体 的 に は , 生 徒 か 製作品を
自由 に選定 し, 設訂 して , 製作 する材料加 工 の 学習 を実施 し
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て い る学校 て ある. な お, ア ン ケ ー ト調 査 て の 質問紙の 回収
は, 回収数 65名, 回収率 98% てあ っ たo なお, こ こ て は
全 て の 回答を有効回答とする ことか て きた｡
ます, 生 徒 か製作品を選定 した理由を, 図 9 に 示す｡
図 9 生徒が製作品を選定した理 由
生徒 か製作品を選定 した埋【1Iは , ｢使用する時 の こ とを考え
たo｣ か87%て , ｢製作過程を考えた｡｣ か 5 %て あ っ た｡ こ の
こ とか ら, ほ と んと の 生徒は, ます使用する時 の こ とを考え
て製作品を選定 し て おり, 実 際 の 製什過程まて考 えて選k:し
て い る 生徒は少な い の て はな い か と思われる. 生徒 に 製イ1 品
を選定させる際 に , 製什 過程 まて考えさせる ことで , 自分 の
技能や製什時間なと に つ い て も 考慮させる こ とかて きるの て
はな い かと考えられる｡
そ して , 材料加二r_ の 学名7に お ける製作過程 て 生徒か感 じる
困難 を, 図1 0 に示すo
図10 生徒が製作過程 で感 じる困難
製作過程 て生徒か困難を感じて い るの は, ｢設言f｣ が4 2%て,
｢材 料 の 加 1 ｣ か230/
'
o ,
｢二L貝 の使 い 方｣ 7うゝ 11%, ｢製作時間
の 不足｣ か 6 %, 無回答が1 8%て あ っ た｡ これ らの ことから,
自 由製作 で の 胡料加 工 の 学習 ては, 製 作 の 初期段階で ある設
討 て最も困難を感 じて おり, こ の 学習 て の 教 員 の 支援 かそ の
後 の 学習 に大きな影響を及ほすと名えられる｡ また, 設 計 し
た製作品か高 い 技能を要するも の て あるため に , 実際 の 製作
過程 て[^1 難を感 じ て い る生徒も多い の て はな い か とノ臥われる｡
さ ら に , 製 作 して い く 過程 て 自分なり に二1二大 したり, 創 造
技術科教育におけるも の つ く りに関する基礎的研究
した学習場面 (複数回答による｡) を, 図11に示す｡
図11 生徒が 工夫 ･ 創造した学習場面
生徒が工夫 ･ 創造 した学習場面は, ｢機能の設計｣ が27件 で,
｢デザイ ン の 設計｣ が25件, ｢仕 上げ ･ 塗装｣ が16件, ｢工 具 ･
機械 の使 い 方｣ が13件, ｢製作 の手順｣ が 5件で あ っ た ｡ これ
ら の こ とから, 生 徒が最も工夫 ･ 創造 して い る 学習場面は,
設計の場面て ある ことが分か っ た｡ こ の こ とは, 生徒 にと っ
て 設計は困難な学習場面 ではあるが, 『工 夫 し創造する能力』
を育成する重要な学習内容を包含して い るこ とを示して い る｡
なお, こ こ で の ｢デザイ ン の 設計｣ とは, 製作品 の外観に美
術的な技法を施すことも含んで い る の で はな いかと思われる｡
最後 に , 生徒は材料加工 の 学習における 『工夫 し創造する
能力』 とはと のように とらえて い るか を, 図12に示す｡
図12 生徒がとらえる材料加 エ の学習で の 『エ夫 し創造する
能力』
生徒がとらえる 『工夫し創造する能力』は, (オリジナルな
製品を作る力) が30%て , (学習した ことを生活 の中で生かす
力) が27%, (使い やすいように製品を設計する力) が1 8%,
(製 作過程で の 問題を解決 して い く力) が 8 %であ っ た｡ こ
れ ら の こ とか ら, 多く の 生徒は材料加 工 の 学習 で の 『工 夫 し
創造する能力』 を, 教員の ア ン ケ ー ト調 査結果 ては件数が最
も少なか っ た (オリジナル な製品を作る力) で あるととらえ
て い る こ となと, 教員がとらえるも の とは大きく相違 して い
る こ とが分か っ た｡ これ らの こ とは, 材料加 工 の 学習 に お い
て 生徒 に 『工夫 し創造する能力』 を育成 して い く上 で の 課題
を提起 して おり, 十 分 に 検討する必要がある｡
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3 3 ア ンケ ー ト調査結果 の まとめ
教員及び生徒 に ｢技術とものづくり｣ における材料加工 の
学習 に関す るア ン ケ ー ト調 査を行 い , 次 に示すこ とが明らか
に な っ た｡
ます, 実習教材で は自由製作で 実施 して い る学校が多 い こ
とが分か っ た｡ これ らの 学校では , 生 徒 の 『工夫 し創造する
能力』 を育成することを目的に自由製作を行 っ て い るが , ｢自
分に何が必要かわか らない ｡｣, ｢必要なものがな い ｡｣ と い う
理由から製作品の選定に困難を示す生徒や , 自分 の技能以上
の製作品を達定し設計 ･ 製作に 困難を感じる生徒もい るため,
課題の設定や設計 ･ 製作て の指導にお い て は, 教員が個々 の
生徒 の 能力 に応 じて 有効な支援を行う ことが重要 である｡
次 に , 教員は実習教材を選択す る際に, 生徒 の創意 工夫が
反映されるも の を重視 して い る の に対して , 材料加 工 の 学習
で の 評価を行う際には, 関心 ･ 意 欲 ･ 態 度 を重視して い る こ
とが分か っ た ｡ こ の ことは, 教員の とらえる 『工夫 し創造す
る能力』 の範暗が広く, 多様で , 不 明瞭て あるために , 評価
の基準が暖味なもの になり, 評価をする ことが困難にな っ て
い るの で はな い か考えられる｡ よ っ て , 『工夫 し創造する能力』
を育成し て い くため には, ます こ の 能力を明確 し, これ を基
に して評価を考え, 生 徒 の 学習を支援して い く必要かある｡
さ らに, 材料加 工 の 学習 で の設計を自由設計て 行 っ て い る
学校が多い ことが示された｡ こ の こ とは, 『工 夫 し創造する能
力』 を発揮する ことが で きる学習場面として , 生徒が機能及
びデザイ ン の 設計を最も多くあけて い る ことにも関連 して い
ると思われる｡ しか し, 生徒は製作過程 の 中 で困難を感じる
学習場面と して設計を最も多くあ古ブて い る｡ 意 欲的に 工夫 ･
創 造 し ようと し て い るため であると思われるが , 設 計 の 学 習
にお い て は, 生徒 の能力を最大限に発揮することが で きるよ
うな教員の支援が必要て あろう｡
最後に , 教員 の とらえた材料加工 の 学習 における 『工夫 し
創造する能力』 をK J 法によ っ て 分析した結果, 4 つ の項目
に分ける ことがで きた｡ 教員 の35% は ( 学習 した ことを生活
の 中で生かす力), 3 2% は(製作過程 で の 問題を解決して い く
力), 22% は (使 い やす い ように製品を設計する力), 11% は
(オリジナ ル な製品を作る力) で あるととらえて い る こ とが
分か っ た｡ 生徒のア ンケ ー ト調 査結果 で は, 教員の ア ン ケ ー
ト調 査結果 で最も少な い割合を示した (オリジナルな製品を
作る力) が最も多く, 教員にお い て 2番目の割合を示した (製
作過程 で の 問題を解決 して い く力) が最も少なか っ た ｡ こ の
こ とは, 教員の材料加工 の 学習における 『工夫 し創造する能
力』 のとらえ方が , 範暗が広く多様 て不明瞭な ことが生徒 の
認識にも影響 し て い ると考えらる｡ こ の こ とからも材料加工
の 学習 に おける 『工夫 し創造する能力』 を明確にする必要が
ある｡
4 b 材料加エ の学習における 『エ夫 し創造する能
力』 に つ い て の考察
4 1 『工夫 し創造する能力』 に関する既往の研究
の 分析
ア ンケ - ト調 杏 の 結果 か ら, 教員 の とらえる材料加工 の 学
習 における 『工夫 し創造する能力』 は範暗か広く, 多様 て ,
イ叫j瞭て ある ことや, 教員がとらえる 『コ一 夫 し創造する能力』
と生徒 の とらえるそれとは大きく相違 して い る こ と か 示され
た｡ こ れ ら の 要因 の---つ と し て , 技術 ･ 家庭科 (技術分野)
a)Mi'1 加工 の 学もIに お ける 『工夫 し創造する能力』 か明確に
され て い な い こ とが考えられるo 学校現場 にお い て 『工 夫 し
創造する能力』 を帝成 して い くために は, 教員及ひ年二往かそ
の 能 力をji. 通 に 哩解 し, 的確に把握する ことか大切 て , そ の
た めに はそ の 考え方 の 基となる概念規定が必要 て ある｡ そ こ
て , 技和村数育における 『1 大 し創造する能力』 に つ い て 検
i,]する｡ こ こ て の 『工夫 し創造する能力』 は技術科教育に お
ける学包l場面て発粍される創造性を基 に した能力 てあると考
えられ こと から, こ こて はますこれまて に報告され て い る創
造什に関する研究つ い て 分析を行う｡ こ の 創造性に つ い て は
多様な観点 か ら数多く の 提言や定義かなされ ており, 紘 一 し
た概念規定はなされ て い な い ｡ した か っ て こ こて は技術科教
育 の 視点か らそれ らの提言及ひ定義を検討する必要がある｡
創造什 に つ い て 最も簡潔な定義と して は 】 ロ ロ ･ メ イ(R()Ilo
M ay) による ｢創造性は, なに か新 し い も の を生み出す過程 て
ある｡｣
つ) か あけられる｡ こ の妊義は, つ くり出されたも の (所
良) とつ くり出す過程 (過程) とい う創造性 にお ける 2 つ の
側面を提示 しており, 技街村教育における 『L夫 し創造する
能 力』 を考えて い く上 ては大きな示唆を与えて くれ て い る｡
そ こ て 所産と い う側面 か ら考えると, つ く り出されたも の か
｢新 し い も の｣ て ある ことか創造件 の 必要条件 て あり, こ の
考 え方は ア ン ケ ー ト調 査 に 示された (オリシナ ル な製品を作
る力) に符合して い る｡ こ の ｢新 し い も の｣ に関して は2 つ
の 考 え方か ある｡ そ の一 つ は ン ユ タイ ン (Stel n, M I)の ｢同
じ形 て既 に存在 しな い も の を つ くり出すことか創造た ｡｣
4) と
す る考え方 て , もう-一 つ はサ - ス ト ン(T hu rsto n e,I, Iノ )の
｢そ の 人か自分 にと っ て 新規なもの を含むと こ ろ の 突然の終
結て解決 に達すれは, そ の 行為か創造的て ある｡｣
5ノ とす る考
え力 て ある ｡ 前者は これまて に存在しな い 新 しい もの を求め
て い る の に 対 し て , 後者は既 に存在するもの て あ っ て も 当事
者に と っ て 新 し い も の て あれはよ い と して い る｡ これ ら の こ
とを基 に して , ア ン ケ ー ト調 査 に お い て 示された (オリジナ
ル な製品を作る力) を分析すると, 前者 の 考え方 て は これ ま
て に社会 に存在 しな い 技術的所産を つ くり出さなく てはなら
な い ため, 技術科教育における学習 て は大変困難な こと て あ
るo こ の 考 え方て そ の 力を発揮する の て あれは, ほ とん と の
場合外純上に 美術的な技法を施す こと になり, 技 術手ヰ教育で
の 『_l二大 し創造する能力』 とは考えられな い ｡ よ っ て , 技術
科教育 における 『:L大 し 創造する能 力』 を考える際に は, 戟
育と い う目的 か ら, 後 者 の 考 え力を基 に , 既 存 するも の て は
あるか本人 にと っ て新規性 の ある技術的な所産を つ くり出す
ことととらえる ことか妥当て あろうo また, ア ン ケ ー ト凋杏
に おける教員と生徒 の 『こ[_ 人 し創造する能力』 に対するとら
え方 の 相違は, こ の 考 え方 の 違 い に よるも の で あると考えら
れる ｡
次 に , 過程 と い う側面 から考えると, ヴァ ン ･ フ ァ ン シ ェ
(Fa nge 】E G Yo n)は, ｢①創造者とは, 所在 の 要素から, 彼
に と っ て は新 し い 組合せを達成する人 て ある｡ ②創造とは,
こ の 新 し い 組合せ て ある｡ LT3:.創造する ことは, 既存 の要義を
新しく組み合わせる こと にすきな い ｡｣ ら) と して おり, 創造性
に つ い て は既 に あるも のを新しく組み合わせる過柑 で あると
考えて い る｡ また, ス ミス (Sm lth,J A)は, ｢創造性は, 過
去 の 経験に飲み 口を沈め, そ して 選択された これら の 経験を,
新 し い 型 に , 新 し い ア イ テ ィ ア に , また新し い 生産物 に統合
すること てある｡｣ 7) と して おり, 創造 性は既存の要素を新し
い も の に 統合する過程そ の もて あると考えて い る ｡ これ ら の
過程 と い う例面からの考え方は, 習得 し た基礎的な知識 ･ 技
能を実際に学習場面て 活用 して い く材料加工 の 学 JE7て の 『二】_
失 し創造する能 力』 を考 えて い く際に有効な示唆を与え て い
る｡
4 2 中学校学習指導要領における 『工夫 し創造す
る能力』 の分析
こ こ て は, L卜孝
･ 佼学習指導要領の 技術 ･ 家庭科 の 目標及ひ
内容を基 に して , 材料加_｢ の 学習 における 『工 夫 し創造する
能力』 に つ い て 検討する｡
中学校学 割旨導要領技術 ･ 家庭科 の 目既 には, ｢生店 に 必要
な基礎的な知識と技街 の 習得を通 して , 生 店 と技術と の かか
わりに つ い て 理解を深め, 進 んて 工 夫 し創造する能力と実践
的な態度を育てる.｣ '
q' と示 され ており, 習得 した基礎的な知
識や技能を活用 し, 生活を工 夫したり創造 したりする能 力,
すなわちFl常生店 に生かせる創造性 の 育成をねら い として い
るo こ の 創造性 に つ い て解 説書は, ｢生瀬する上て直面する様 々
な問題 の 解決 に当たり, 今 まて に 学んた知識と技能を応川し
た解決方法を探究したり, 組 み合わせ て 応用 したりする こと
と , それ らをもとに自分なりの新 し い 方法 を創造する ことな
と, 実際の生活 の 中て 生 か す こ とか できる能力｡｣
(り と して い
る｡ こ の 考 え方はア ン ケ - ト調査 に おける ( 学台! した こ とを
生活 の目1 て 生 かす力) と符合しており, 教員及ひ生徒 の多く
は こ の 考え方を材料加 1 の 学習 における 『｣二大 し創造する能
力』 と し て 認識 して い る と考えられる｡ ま た, 4 1 で示 し
たヴ ァ ン ･ フ ァ ン シ ェ の 既 存 の 要素を組み合わせるとする創
造性 の 考え方とも 一 致 す る部分かみ られる ｡
次 に , 学jEjf指導 要領 に おける技術 ･ 家庭 科 の~F 付目標であ
る技術分野 の 目標 には, ｢実践的 ･ 体験的な学jEj7花動 を通 して ,
も の つ くりや エ ネ ル ギ - 利 用 及ひ コ ン ピ ュ ー タ 利用等 に関す
る基礎的な知識と技術 を名l得 するととも に , 技 術か 媒たす役
割 に つ い て 理 解を深め, それらを適 卯 こ活用する能 力と態度
を育て る｡｣ 川)と,i
-
;され て おり, こ こて の 『工 夫 し創造する能
力』 に つ い て 解説書 は , ｢加 工 , 生 産等 の も の つ く り及ひ情報
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活用に関わる基礎的な知識と技術を習得することによ っ て ,
技術を適切に理解し活用する能力｣ l l) と ｢生活上 の技術的な
課題を解決する能力｣ 1 2) と して い る｡ こ の こ とは技術科教育
における 『工夫 し創造する能力』 を, 習得 した基礎的な知識
と技能を活用 して技術的課題を解決する能力, すなわち技術
的問題解決能力と して とらえ ており, こ の 考 え方はア ンケ ー
ト調査 て 示された (製作過程 で の 問題を解決 して い く力) と
符合して い る｡
さ らに, 学習指導要領の 学習内容の記述 にお い て ｢ - を考
える｣ と表現がなされ, 材料加 工 の 学習 で の 『工夫 し創造す
る能力』 と の関連がある のは ｢技術ともの づくり｣(2) ｢ア
使用目的や使用条件に即 した製作品の機能と構造に つ い て 考
える こと｡｣
13)
で あ る｡ こ の 学 習内容は製作品の設計におけ
るも の で あり, こ こ て発揮される 『工夫 し創造する能力』 は
ア ンケ ー ト調 査 で 示された (使いやす い ように製品を設計す
る力) と符合する｡
以 上 の 学習指導要領における 『工夫 し創造する能力』 に関
する分析の結果, 教員がとらえる材料加工 の学習における 『工
夫し創造する能力』 は学習指導要領の目標及び内容を基にし
たもの で あり, そ の とらえ方は技術 ･ 家庭科の 目標で のもの ,
技術分野 の 目標で のも の , ｢技術ともの つ くり｣ の 学習内容で
のものと い うように上位概念か ら下位概念 - , 抽象的なとら
え方から具体的なもの - と階層を成して い る こ とが分か っ た｡
こ の よ うに, 個々 の教員にお い て とらえる 『工 夫し創造する
能力』 の 階層が異なる ことが, 材料加工 の 学習における 『工
夫 し創造する能力』 を多様て不明瞭に し, 評価を困難にして
い ると考えられる｡
4 . 3 材料加工 の学習における 『エ夫し創造する能
力』 の 考え方
創造性に関する諸研究や学習指導要領の分析か ら, 材料加
工 の 学習における 『工夫 し創造する能力』 に関して , 以 下 に
示す所見が得 られた｡
○所産 の側面から考える技術科教育における 『工夫 し創造す
る能力』 は, 学 習する生徒 に と っ て新規性の ある技術的な
所産 を つ くり出すことととらえる ことが妥当で ある｡
○過程 の 側面から創造性 の考え方は, 材料加工 の学習 におけ
る 『工 夫し創造する能力』 を考えて いく際に有効な示唆を
与えて い る｡
○教員がとらえる材料加工 の学習における 『工夫 し創造する
能力』 は, 学 習指導要領 の 目標及び内容を基 に したも の で
あり, 抽象的なとらえ方から具体的なもの へ と階層を成 し
て い る｡
○個 々 の 教員がとらえる材料加 工 の 学習にお ける 『工夫 し創
造する能力』 は階層が異なり, こ の こ とが 『工夫 し創造す
る能力』 を多様 て , 不 明瞭なもの に して い る｡
こ こ て は こ れら の 所見を基に して , 材料加 工 の 学習 に おけ
る 『工夫 し創造する能力』 の概念規定を試みる｡ 具体的には,
創造性に 関する諸研究 の 分析から得 られた所産と過程 の側面
か ら の 考え方と, 学習指導要領の分析から待られた教員がと
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らえる 『工夫 し創造する能力』 の階層構造を考慮して , 材料
加工 の 学習 に おける 『工 夫 し創造する能力』 を次 の ように定
義した ｡
材料加 工 の 学習における 『工夫 し創造する能力』 とは, ｢生
徒各個人が生活上直面する様々な技術的な問題 の解決に当た
り, 本 人が今まで に学んだ技術に関する基礎的な知識と技能
を応用 して 解決方法 を探究したり, 組み合わせ て活用 した り
し, さ らにはそれらを統合して自分なりの新しい方法を見い
だす能力｡｣ てあると定義した｡ こ の 定義の考え方 をより明確
にするために図式化 したもの を, 図13に示す｡
図13 材料加 エの学習における 『エ 夫し創造する能力』 の考
え方
材料加工 の学習における 『工夫 し創造する能力』 とは, 普
得 した技術に関する基礎的な知識 ･ 技能で あるⅩ , Y を応用
して , Ⅹ をⅩ
'
に, Y をY
'
に し, 応用 した Ⅹ
'
, Y
'
を組み
合わせる｡ さらには, 統合して新しい Z を自分なりに見いだ
すことととらえた｡ こ の よ うに, 材料加 工 の学習における 『工
夫 し創造する能力』 を, 学習した基礎 ･ 基本の知識 ･ 技能の
｢応用｣, ｢組み合わせ｣, ｢統合｣ ととらえる ことで , 教員及
び生徒は基礎 ･ 基 本 の知識 ･ 技能 の 重要性を再認識するとと
もに , 実際の学習場面で的確に把握する ことが てきると考え
る｡
4 . 4 材料加工の学習に おける 『工夫し創造する能
力』 に関する評価の 考え方
材料加 工 の 学習における 『工夫 し創造する能力』 を適切 に
評価するためには , そ の 評価基準を明確に示す必要がある｡
評価基準とは, 評価 にあた っ て そ の達成の度合 い を把握する
ための尺度で ある｡ 4 . 3 における 『工 夫 し創造する能力』
の定義を基 に して , 評価 基準を設定 した｡ こ こ で は , 評 価 の
A を ｢十分満足｣, B を ｢おおむね満足｣ としてそ の 考え方を,
図14 に示す｡
B ｢おおむね満足｣ の 評価基準は, 学 習過程 における問題
解決 の場面で , 今 まで に学んだ基礎 ･ 基 本 の知識 ･ 技能を応
用 し, 解決 方法を探究して い る こ ととする｡ 具体的には , 塞
本的な知識 ･ 技能 で ある Ⅹを応用 しⅩ ' , Y を Y ' に す る こ と
とする｡
図1 4 材料加 エ の 学習 に おける 『工夫 し創造する能力』 に関
する評価基準の考え方
A ｢十分満足｣ の 諦佃基準は, 学習過程における問題解決
の場面て , 応 用 した基礎 ･ 基 本 の 知識 ･ 技 能 を組み合わせ て
病用したり, さ らに 統合して 自分なり の 新 し い 方払を見 い た
す こととする｡
これ らの 評価基隼 の 考え方を基 に して , 教員及 ひ 生徒は材
料加二Lの 学習 にお ける 『工夫 し創造する能力』 の評価 の視点
をより明確に意識する ことが て きる の て はな い か と考 える｡
4 5 材料加エの学習 における 『エ夫し創造する能
力』 に 関する評価の 実際
4
.
4 に おける評価の考え方を基 に して , 材料加 工 の 学習
における 6 つ の 学習場面を取り上けて作成 した評価基準 の 一
例を, 表 2 に示す｡
表 2 材料加 エ の 学習 に おける 『工 夫し創造する能力』 の
評価基準 (例)
学召場面 A B
設 石l
使用 日的 に 応 して , 材 料 機 自分の 身 の 回りの製
能 構造 を総 合的に 老嬢 し, 設 品 を参考 に して , 設計
;.f を才1 うo を行 うo
けか き
】
の こきりひ きやか ん な けすり 繊維-jJ向や.Tr5材の 配
当の 什長 幼有を考 え, 材料に 無 置を考えて , けか きT]
臥か て な い ように適E)Jなけか き
をれ うo
うo
の こ きりひ き
の こきりひ きをする箇所 に止､ 繊 維力向 を考 え, 向
して , 材料 の 特性 との こきり の 刈の こきりの 刃 を使い
使用 虐を考慮 し, 自分なり二1ー夫 分けて の こきりひ きを
して 適切な の こきりひ きを行 うo 行う ○
か ん な けす り
か ん な けすりをする 簡所 に),己､ 木目を考 え, か ん な
し て, 材料 の 格付 とか ん なの 便
川/Lを考慮 し,tj分なり の 1 夫
して 適切なか んなけすりを行うo
けすりを行 うo
振 合
振合する筒)rrに),Lこして , 朋f-i 投 合部の 強Tii-や構造
のq=
{
r什や慮)ii, 構造, テ サイ ン
を総合的 に考慮 し, 接合jJ息 を
選択 して 過b)Jなj妾合を11 うo
を考 え, 接 合を行 う○
什上 け
やすりをか ける筒所に応 して, 木目 を考 え, 均 一 に
朋糾 の特性ややすりの 使用法竿
を考慮 し, 自分なり にj _ 人 して
過L))なやす りか けを才jう.
やすりか けを行うo
-76-
材料加コニの 学習 に おける 『工夫 し創造す る能力』 の言中佃基
準 に つ い て , の こ ぎ りひきて のも の を例に , そ の 考 え方を示
す ｡ B ｢お おむね満足｣ の 評価基隼は, 基礎 ･ 基本 の 知識 ･
技 能 て ある ｢木-IAの繊維方向に 関する知識｣ と ｢両刃 の こ ぎ
りに 関する知識 ｡ 技能｣ を実際の学習場面に応用する ことて
あり, A ｢十分満足｣ の 諦佃基準は, 応 用した材料との こき
りひき に関する基礎 ･ 基 本 の 知識 ･ 技能を, の こ き りびきす
る箇所 に応して , 自分なりに自由自在 に組み合わせたり, 紘
合する ことで , 適切 な の こ きりひきを行うことてあるとした｡
この よ うに 評価基隼を設定する こと て , 教員は実際 の 学習場
面 にお い て材料加二1_ーの 学 習 で の 『工 夫し創造する能力』 を具
体的 に とらえる こ とがて きるととも に , 生徒 - の 学 習支援を
より適切 に 行えると考える｡
5 コ おわりに
技術科教育におけるもの つ くりに関する基礎的研究として ,
ます中学校技術 ･ 家庭科 (技術分野) て の ｢技術とも の つ く
り｣ における材料加 工 の 学習 に関する実態と こ の 学習 におけ
る 『工 夫し創造する能力』 に関する意識を把握する ことを目
的 に , 富山県内の技術科担当教員及ひ生徒 - の ア ン ケ - ト調
査を実施 し, 検 討 した ｡ 次に , これ ら の こ とか ら得られた知
見を基 に して , 胡料加 工 の 学習における 『J二大 し創造する能
力』 に つ い て 考察を行 い , そ の 能 力 に つ い て 定義し, さ らに
これ を基 に し た評価基準例 の作成を行 っ た ｡ こ れ らの 一 連 の
研究か ら以 F に示す基礎的知見を得る ことか てきた｡
○教員は, 材料加 工 の 学習 に お い て実習教勅を選定する際に
は生徒の創意 工 夫か反映される ことを重視 し, 評価 を行う
際には関心 ･ 意 欲 ･ 態度を重視 し て い る｡
○胡料加 工 の 学習 にお い て , 生徒 は設計 の学習 に最 も困難を
感じて い るか, 『工 夫 し創造する能力』 を最も発揮する こと
か て きる学習場面てあると考えて い る ｡
○材料加 工 の 学習 における 『上夫 し創造する能力』 の とらえ
方 にお い て , 教 員と生徒と の 間 に は顕著な相違がみられる｡
○教員の とらえる 『工夫 し創造する能力』 は階層を成 し て お
り, 個 々 の教員によ っ て そ の 階層か実なる ことか材料加 工
の 学習における 『1夫 し創造する能力』 を多様て , 不 明瞭
なも の に して い る｡
○材料加工 の 学習 における 『工 夫 し創造する能力』 を ｢生徒
各個人が生活上直也する様々 な技術的な問題 の解決に当た
り, 本人 か 今ま で に 学んた技術 に関する基礎的な知識と技
能 を応用 し て 解決方法を探究 したり, 組 み合わせ て活用 し
たり, さ ら に はそれらを統合し て自分なり の新 し い 方法を
見 い たす能力o｣ で あ ると定義する こと て , そ の 考 え方を明
確する ことかて きる ｡
以上 の ように , 本研 究 で は技術科教育 におけるも の つ く り
に 関する基礎的研究と し て , 材 料 加 工 の 学 習 に おける 『｣二夫
し創造する能力』 に 関する数余の 知見を得る ことかて きた｡
今後, これ ら の 知見を基 に して , 『工 夫 し創造する能力』 を育
成 して い く教材並 ひ に 学習過程を開発 し て い く｡
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資料1 教員用ア ンケ ー ト調査の質問紙
< 材メイ加エ の学習につ い て お尋ね します>
1 ｢A 技術ともの つく り｣ にお い て 材料加T を≠台するため にと の よ つな題材 を取 り卜けbれ ⊂ い
ますか っ 当 て は まるIE1日をお 屈ひ 下さい o
ロ本立て ロ C Dラ ノ ク ロ いす □小物入れ 0自由製作
ロその 他 ( )
∠ 材料加丁 の 手台て の 胡才=こは 何を使用 されて いますか ? 当 て はまる項目をす - て お 題ひ F さい
o
□ 木材 □ 全属 ロプラス チ ノ ク ロ そ の他 ( )
3 材糾加工 の 千 J引 こお け るよ曽丑 榔まとの iつなと ころか ら人手されて い ますか り ± て は まる 項目
をお 虐ひ 下さい o
□ 教本｣ 販売店 □ DI Y店 ′J1-ムセ / ター ロ製材f.jT 全物JA 竿
□その他 ( )
4 材料加 丁 の 弓曽て の 大-}E ,J教材 はと の よ つなt, の てす か っ 主て は よる項 目 をお選 ひ トさい o
ロ 枚ー根等 の 素胡その ままの もの
ロ 部ー加 工 し てあ るt, の (い わゆるキ ノ ト教材)
□ その他 ( )
5 手A 相加丁 の 子 召 て の 天台教材 を選 JL す る際 に 看視されて い る 占 は との よ っな こと てす か っ 当て
はま る項目をす - て お層ひ 下さい o
ロ 価格
口作品左威まて に か か る時間数
□三L佐の 興味 閑 L かFl い もの
□ 購入の しやすさ
□ その他 (
口)m lC7) し やすさ
ロ製作1 程て使用す るL具 機械のf】森
口 生徒の 創ぎ工 夫か反映される t, の
)
b 材4iJ一加工 の 与卓引こ お ける-,L'J t計 はと の よ つ に されて い ますか ? 当て はまる項目 をお店 ひ 下さい o
□生徒各自か自由に ,. x
I L
｡十 し て い る D 教材に 入 っ て い る設計r21 を使っ て いる
口 数右=｣ 入 っ て い る設計EZ) をもとに 生徒か一部変更 し て設計 し て い る
□ その 他 ( )
7 材料加工 の ≠割 こあ い て 大 Jd 教材 を什[けるまて の 製作時間はとれく り い て す か っ 当 て はまる
I
J
H
, 目をお慮ひ下さい o
ロ 1 - 5時間 □ 6 - 10時間 □ 1 1- 15時間 □1 b時間以卜
8 材糾加工 の + Ja て の 評価て 重視 されて い る L与 はと の ょ つな こと てす か つ 次 の 境目の 中て 革具
たと曽われる項目か b｣掛｣ 番号をこ記入下さい o
( ) 生徒の 臭剖 ｣ 対す る菅欣 態度 ( ) 材料に つ い て知識 理解
( ) 生徒自身の創首1人 ( ) イi lか っ た作品の 完[,i(磨
( ) その 他
g 技frT 象庭糾 (技術分野)の1) 糾加丁 の与割 こお ける ｢二｢夫 し創追十 る畠巨力｣ とは と ) い ) こ と
たとお考え ⊂す か ?
お聞か せ r さい
｡
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4) 前掲3), p 22
5) 前掲3), p 22
6) ブァ ン ･ フ ア ン ジ ュ (加藤八千代 , 岡村和子共訳) 創造
性の開発, 岩波書店 (1 963)
7) 前掲3), p 34
8) 前掲1), p 80
9) 文部省 中学校学習指導要領 (平成10年12月) 解説 一 技
術 ･ 家庭編- (1999), p 1 2
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資料2 生徒用ア ンケ ー ト調査 の 質問用紙
材料カロエ の 学習に つ い ての ア ンケ ー ト
年 ( 男 女 )
こ の ア / ケ-トは 摂南 家 産村 (技術分野)に お ける材H 加工 の 学 # をよ り ょく し て いくたb')a)
も の てす o 1 年生 の ときに行 っ た材料加ー I の 学習を曽し ､出 し て答 え て くたさい ｡
I7k慮 とは一斉 関係ありませ ん ｡ 次 の 各 'G 問をょく読ん て L_1分の 巴い を草創 こ記 人して くた さい
選択す るr,8日にはチ ェ ノ ク (Ej) を人れて くたさい o
l 朋~& り]ロ工 の苧召の f年間に との よ つな製品 を製作 しましたか フ
そ の 製品を製作 しよ つと曽 っ た理由を記入 してく たさい o
2 木オポ=こは 何を使用 しま したか
r
? 上 て は まるもの 全て にチ ェ ノ クを 人れ てくた さい
,
ロ 木材 D全属 ロ プラス チ ノ ク ロ そ の他 (
3 鄭乍した中て一番苦95 したこ と 凶 っ た こと は と の よ つな こ と てすか っ i'Jて t iまるもの 1 つ
にチ ェ ノクを人れてく たさい ｡
ロ 設計 □1 具の 使い 方 □製作時問の不足 □材料 の加L
□その他 ( )
4 製作 し て い く過程て E]分なり に 1 美 した り 創造 し た と こ ろは と こ て 寸 か フ 土Ⅰて はまるもU)全 て
に チ ェ ノ ク を人れてくたさい
o
□機能の設計 ロテサイ / の 設計 D 工具 機械の使 い方 ロ什l け /r 装
□ 製作の手順 □ その他 ( )
5 材木[加工 0)字召を終え た轟 その ことを痛か し て 何 か を製作し ましたか り
□製作 した 口 製作して い ない
そ 0)理由を答え てくたさい o
6 技frI 家庭科の 材j ト加工 の 享習に おける I1_夫 し創造する能力｣ とは との よ )tL ことたと考
え て い ますか っ 自分の考 え に 最も近い もの 1 つ に チ J ノ ク を入れて くたさい ｡
ロ 臼分たけの オリ /ナ ル の 製品を作 るノ)
□使いやすい よ つ に製品を設計す るカ
ロ ≠召した ことを普段の 生店の 中て生か す力
□製作掴柁の 中て 起こ っ た問題 を自分て 廃疾して い くノ]
□その 他 (
こ 協力あ りかとブ こさ い ま したo
